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 作成年度 平成21年度 

条 例 名 風致地区条例 

条例番号 昭和45神奈川県条例第５号 法規集 第12編第１章第16節  

所管部局室課 環境農政部緑政課  

条例の概要 

 

都市計画法第58条第１項の規定に基づき、風致地区内における行為につ

いて、必要な規制を定めている。 

視  点        検 討 内 容    備   考 

必要性 
 

現在でも 

 必要な条 

例か。 

 

都市計画により定められた風致地区におい

て、都市の風致を維持するためには、風致地

区内での建築物の建築等を制限する等の規制

を行う必要がある。本条例は、都市計画法第

58条第１項の規定に基づき、風致地区内にお

ける行為について、一定の行為の制限を定め

るものであり、必要な条例である。 

 

有効性 
  
現行の内 

容で課題 

が解決で 

きるか。 

 

 風致地区内における許可制度を設け、開発

行為等について一定の規制を行うことによ

り、乱開発の防止等、風致の維持のために有

効に機能している。 

 なお、第２条で定める許可の必要な行為に

ついては、規則で定めることができる規定を

設けているが、現状規則で定める行為はな

く、定める場合は、条例で規定することが適

当であると考えられるため、改正を検討す

る。 

指定状況  11,008.46㎡ 

(H22.3.31現在)  31地区 

許可件数等    （件） 

  許可 
監督 

処分 

H16 1,365 ０ 

H17 1,371 ０ 

H18 1,388 ０ 

H19 1,279 ０ 

H20 1,140 ０  
効率性 

    
現行の内容 

で効率的と 

いえるか。 

 

 風致地区を第１種から第４種までに区分

し、それぞれの地区において、段階的に必要

な規制を行うことにより、効率的に風致の維

持が図られている。 

 

基本方針適合

性 

 
 県政の基 
本的な方 

針に適合 

 している 

か。   

 

風致地区内における行為について必要な規

制を行い、都市の風致の維持に寄与すること

を目的としており、神奈川のみどりの保全等

を推進している「神奈川力構想」に適合して

いる。 

 

適法性 

  
憲法、法令 

に抵触しな 

いか。 

都市計画法第58条第１項の規定に基づき制

定された条例であり、憲法、法令に抵触しな

い内容である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

討 

その他   

    理   由   特 記 事 項 見

直

し

結

果 

 

改正・廃止の必要はない。 

 

改正・廃止を検討する。 

 

許可の必要な行為の定め

を規則に委任する規定は不

要と考えられるため、改正

を検討する。 

 

次回見直し予定    未定 見直し規定の有無    有  無 

 


